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 地下冠水条件にて二次的に生成するカルシウムシリケート水和物にマグネシウムが含有する場合を想定し

たユウロピウムの収着挙動を実験により評価した。その結果、蛍光分光分析より、カルシウムシリケート水

和物がマグネシウム含有時にもユウロピウムと有意に相互作用することが明らかになった。 
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1. 緒言 地層処分場周辺において二次鉱物として生成すると予想されるカルシウムシリケート水和物(CSH)

には核種収着効果が期待されており、既往研究[1]ではCSHとユウロピウム(Eu)との相互作用を確認している。

しかし、地下水や岩盤中に存在するマグネシウム(Mg)が含有した CSH の核種収着効果に関する報告例は少な

い。そこで本研究では、Mg 含有量をパラメータとした Mg 含有 CSH と Eu との相互作用の評価を行った。 

2. 実験 Mg 含有 CSH の調製おいては、(Ca+Mg)/Si モル比が 0.4、0.8、1.2、1.6、および、各モル比において

Mg 含有量が Ca：Mg = 100：0、90：10、80：20 となるようにヒュームドシリカ、酸化カルシウム、硝酸マグ

ネシウム六水和物を秤取し、超純水および pH 調整用の水酸化ナトリウム溶液を添加した。このとき、Eu 濃

度が 1 mM となるよう硝酸ユウロピウム溶液を併せて添加した。なお、液固比は 20 ml/g(液相 30 ml/固相 1.5 

g)とした。養生期間は 7 日間、14 日間、21 日間とし、養生温度 25 ℃で振とうした。養生後、遠心分離(回転

数 7500 rpm、10 min)を行い固液分離した。液相は 0.20 µm のシリンジフィルターで濾過して ICP-AES による

濃度測定を行い Eu が溶存しないことを確認した。固相はラマン

分光および蛍光分光分析を行った。 

3. 結果と考察 養生期間 21 日、(Ca+Mg)/Si モル比 0.8 の固相試

料より得られたラマンスペクトルを図 1 に示す。Mg 含有量の増

加に伴い、シリカ鎖を架橋する結合(Q3)を示す 1080 cm-1近傍の

ピーク強度が増大しており、Mg 含有によるシリカ四面体の重合

進展考えられる。また、養生期間 21 日、(Ca+Mg)/Si モル比 1.6

の固相試料の蛍光スペクトルを図 2 に示す。Eu の固相への取り

込みを示すシュタルク分裂(618 nm 付近のピーク分裂)[2]が Ca：

Mg = 80：20 の試料においてもピーク形状変化が確認された。こ

のことは Eu の加水分解種には現れず、Mg 含有 CSH についても

Eu との有意な相互作用が生じていることを示唆する。 
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